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日
本
人
に
と
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

い
う
と
「
電
力
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
強

い
。
し
か
し
、「
熱
」
も
非
常
に
身

近
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
つ
で
あ
る
。

　

お
湯
や
蒸
気
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
と

分
か
り
や
す
い
だ
ろ
う
。
一
般
家
庭

で
の
給
湯
利
用
か
ら
、
自
治
体
施
設

な
ど
で
の
冷
暖
房
利
用
、
工
場
で
の

プ
ロ
セ
ス
熱
利
用
な
ど
の
様
々
な
場

面
で
、
大
量
に
熱
が
使
わ
れ
て
い
る
。

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
は
、
電
力
、
熱

と
も
に
生
成
で
き
る
の
が
特
徴
で
あ

る
。
最
近
、「
バ
イ
オ
マ
ス
は
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
で
は
な
い
」
と

い
う
記
事
が
目
に
つ
く
が
、
こ
れ
は

主
に
電
力
を
前
提
に
し
た
話
で
、
熱

の
場
合
は
様
相
が
異
な
る
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
の
電
力
と
熱
の
違
い

は
、
生
成
す
る
設
備
の
規
模
に
あ
る
。

電
力
を
作
る
に
は
そ
の
４
倍
以
上
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
投
入
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
設
備
の
規
模
も
燃
料
消
費
量

も
大
型
化
す
る
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
が
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
で
は
な
い
と
さ
れ
る
の
は
、

大
量
に
燃
料
を
必
要
と
す
る
発
電
の

た
め
に
、
わ
ざ
わ
ざ
伐
採
し
た
り
、

燃
料
を
輸
入
し
て
い
る
こ
と
が
背
景

に
あ
る
。
他
方
、
熱
利
用
の
場
合
は
、

林
業
や
製
材
の
生
産
過
程
で
す
で
に

発
生
し
て
い
る
残
材
を
燃
料
に
す

る
。

　

従
来
は
有
償
で
処
理
さ
れ
た
り
、

安
価
で
販
売
さ
れ
た
り
し
て
い
た
材

に
付
加
価
値
が
付
く
た
め
、
ご
み
扱

い
だ
っ
た
も
の
が
い
わ
ば
「
宝
」
と

な
る
。
日
本
の
地
域
で
活
用
さ
れ
て

い
な
い
材
を
消
費
す
る
、
こ
れ
が
ま

さ
に
「
地
産
地
消
」
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
で
あ
る
。

　

筆
者
は
熱
利
用
の
分
野
に
関
わ

り
、
化
石
燃
料
と
は
異
な
る
ノ
ウ
ハ

ウ
に
基
づ
い
た
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を

大
事
に
し
て
い
る
。
事
業
で
は
、
バ

イ
オ
マ
ス
利
用
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る

調
査
・
設
計
か
ら
、
バ
イ
オ
マ
ス
ボ

イ
ラ
ー
の
設
置
、
保
守
ま
で
の
一
連

を
手
が
け
て
お
り
、
ボ
イ
ラ
ー
を
利

用
す
る
側
も
燃
料
を
提
供
す
る
側

も
、
そ
し
て
環
境
に
も
配
慮
し
た
、

い
わ
ば
社
会
全
体
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
仕
組
み
づ
く
り
を
コ
ン
セ
プ
ト
と

し
て
い
る
。

　

熱
を
大
量
に
必
要
と
し
て
い
る
の

は
、自
治
体
、温
浴
施
設
、宿
泊
施
設
、

福
祉
施
設
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ボ

イ
ラ
ー
を
使
う
メ
リ
ッ
ト
は
、
二
酸

化
炭
素
の
削
減
に
加
え
、
燃
料
代
の

削
減
に
も
つ
な
が
る
。
バ
イ
オ
マ
ス

の
燃
料
単
価
は
、
灯
油
に
比
べ
４
～

６
割
程
度
で
あ
る
た
め
、
バ
イ
オ
マ

ス
の
熱
利
用
は
、
燃
料
代
の
削
減
に

駆
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
太
陽
光

発
電
や
バ
イ
オ
ガ
ス
化
発
電
に
加

え
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
熱
利
用
に

関
し
て
も
、
燃
料
で
あ
る
チ
ッ
プ
生

産
工
場
を
立
ち
上
げ
る
と
と
も
に
、

２
０
１
９
年
、
関
係
会
社
が
運
営
す

る
温
泉
施
設
「
卯
の
花
温
泉
は
ぎ
乃

湯
」
に
バ
イ
オ
マ

ス
ボ
イ
ラ
ー
を
導

入
し
た
。

　

は
ぎ
乃
湯
で
は
、

そ
れ
ま
で
暖
房
や

給
湯
の
熱
源
と
し

て
、
19
万
リ
ッ
ト

ル
（
１
９
０
０
万

円
相
当
）
の
灯
油

を
消
費
し
て
い
た

が
、
現
在
で
は
そ

の
95
％
以
上
を
自

社
生
産
の
チ
ッ
プ

で
賄
い
、
短
期
間

で
の
投
資
回
収
に

成
功
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
生
か
し
、

熱
を
大
量
に
消
費

す
る
施
設
に
対
し

て
、
自
社
で
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー

を
設
置
・
運
用
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

販
売
す
る
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
（
エ
ネ
ル

ギ
ー
サ
ー
ビ
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
）
を
積

極
的
に
推
進
し
て
い
る
。

　

那
須
正
社
長
に
よ
る
と
、
23
年
に

は
３
施
設
で
事
業
を
開
始
す
る
予
定

で
、「
今
後
、
地
域
で
さ
ら
に
Ｅ
Ｓ

Ｃ
Ｏ
事
業
を
本
格
的
に
拡
大
し
て
い

き
た
い
」
と
意
気
込
む
。

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
熱
利
用
の
自

治
体
版
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
の
実
績
は
見

え
始
め
て
い
る
が
、
民
間
企
業
が
民

間
企
業
に
行
う
「
民
民
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
」

は
全
国
初
の
取
り
組
み
で
あ
り
、
那

須
建
設
の
よ
う
に
、
地
域
で
バ
イ
オ

マ
ス
に
よ
る
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
の
担
い

手
が
出
て
く
れ
ば
、
バ
イ
オ
マ
ス
の

本
格
的
な
利
用
拡
大
に
弾
み
が
つ
く

だ
ろ
う
。

　
「
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
宣
言
」
を
受
け
、
電
力
に
つ

い
て
は
メ
デ
ィ
ア
で
も
多
く
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

半
分
は
熱
利
用
で
あ
る
。
１
０
０
％

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
す
る
に

は
、
熱
の
再
エ
ネ
化
に
も
テ
コ
入
れ

を
す
る
必
要
が
あ
り
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
中
で
最
も
熱
と
親
和
性

が
高
い
の
が
バ
イ
オ
マ
ス
で
あ
る
。

　

普
及
状
況
か
ら
し
て
も
、
バ
ラ
色

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
遠
く
、
課
題
も

ま
だ
ま
だ
多
い
。
し
か
し
、
脱
炭
素

や
化
石
燃
料
の
高
騰
と
い
う
追
い
風

が
あ
る
中
、
盛
り
上
が
り
始
め
て
い

る
身
近
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
期
待
し
た

い
。

【
筆
者
略
歴
】

　

１
９
８
２
年
東
京
都
出
身
。
京
都

大
学
大
学
院
地
球
環
境
学
舎
環
境
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
専
攻
修
了
。
富
士
通
総

研
に
て
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
・
コ

ン
サ
ル
業
務
に
従
事
し
た
後
、
バ
イ

オ
マ
ス
専
門
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

会
社
を
設
立
。 

効
果
を
発
揮
す
る
。

　

山
形
県
長
井
市
に
本
社
が
あ
る
那

須
建
設
は
、
総
合
建
設
業
と
し
て
土

木
、
建
築
、
住
宅
事
業
の
み
な
ら
ず
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
に
も
先

　
「
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
」
か
ら
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
削
減
を
求
め
る
流
れ
が
高
ま
る
中
、
意
外
と
知
ら
れ
て
い

な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
る
。
欧
州
で
は
１
９
９
０
年
代
後
半
か
ら
普
及
し
始
め
主
流
と
な
っ
た
が
、
日
本
で
は
こ
れ
か
ら
期
待
が
高
ま
る
「
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
」
の
熱
利
用
だ
。
木
を
砕
い
た
チ
ッ
プ
や
ペ
レ
ッ
ト
、
薪ま
き

な
ど
と
い
っ
た
身
近
な
材
を
燃
料
と
し
、「
地
産
地
消
」
へ
つ
な
が

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
可
能
性
を
持
つ
。
山
形
県
で
の
先
進
事
例
を
紹
介
す
る
。

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
も「
地
産
地
消
」へ

　
山
形
で
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用

短
期
間
で
投
資
回
収

はぎ乃湯に導入したバイオマスボイラー（筆者撮影）

　
　
　
　
＊  

　
　
＊  

　
　
＊

ご
み
を
「
宝
」
に

ESCO事業を積極展開して
いる那須正社長（筆者撮影）

【筆者】
ＷＢエナジー　副社長

北川　弘美（きたがわ・ひろみ）


